
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

                                           

                                               

                                               

         

    

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  202３年 1月号 

大磯高校 保健室 保健だより 

１月 
あけましておめでとうございます。今年はうさぎ年ですね。うさぎを使った四文字熟語に、「兎走鳥飛

と そ う う ひ

」と 

いう言葉があり、月日が慌ただしく過ぎていくことを意味しています。学年末までの３か月はあっという間

です。体調に気をつけながら、今の学年での日々を有意義に過ごしましょう。 

 

冬に流行する感染症について 

新型コロナに感染し始めた 2019-2020はインフルエンザの流行は例年の 50％に留まりました。2020-

2021 以降はインフルエンザの報告数は非常に低い水準に留まっていて、ここ 2 シーズンは流行が見られ

ませんでした。北半球の流行予測は、半年前に冬を迎える南半球での流行状況が参考になりますが、2022

年 4 月後半からインフルエンザの報告数が増加し、新型コロナウイルス流行前の 2019 年の夏に匹敵する

程度になっています。この状況を受けて日本感染症学会では、2022-2023 年シーズンはインフルエンザ

の大規模な流行の可能性があると注意喚起をしています。過去 2 シーズンは流行がなかったことで、国内で

のインフルエンザに対する集団免疫が低下していると考えられます。また、感染性胃腸炎も同じように過去 

2 シーズン大きな流行がなかったため、集団免疫が低下していると考えられます。 

対策 

インフルエンザ・・・手洗いやアルコールでの手指消毒、人混みでのマスク着用、換気など新型コロナウイ 

ルスの感染予防とほぼ同じです。 

感染性胃腸炎・・・・ウイルスに汚染された食べ物から感染する食中毒タイプと、胃腸炎にかかった人から 

他の人へ感染する感染症タイプがあり、ウイルスの感染力は非常に強力です。 

インフルエンザや新型コロナウイルスとは違い、手指消毒用のアルコールでは消毒で 

きないため、石鹸と流水で洗い流す手洗いが有効です。また、嘔吐物の処理からも感 

染することがあるため、物品の消毒は塩素系漂白剤が有効になります。  

※インフルエンザや感染性胃腸炎にかからないために、早寝早起き、食事をきちんととるなど、生活習慣を 

整えておきましょう。  

受験生のみなさんへ 

いよいよ受験シーズンに入りますね。これからは体調管理をメ

インに考えましょう。 

☆ 睡眠時間をしっかりとり、生活にメリハリをつけましょう。 

☆『今日は体も気持ちも不調だな』と思ったら思い切って休 

養しましょう。そのほうがペースを取り戻しやすい 

ですよ。 

☆ 人混みに行くときはマスクと手洗いを忘れずに！ 

1995 年 1月 17 日午前５時 46分、阪神・淡路大震災が起こり 6400人超が亡くなり、31 万人以上の

人たちが避難を余儀なくされました。高速道路の崩壊や鉄道の不通により、避難物資の 

運搬も難しい状況になりました。阪神・淡路大震災を境にボランティア活動が活発に 

なったことから、１月 17 日は「防災とボランティアの日」とされました。日本は大きな地 

震が起きる国なので、遠方から通学をしている人は、地震が起きたら家族とどこで集合 

するかなどを話し合っておきましょう。 

家族で話し合っておきましょう。 

 

 

冬は喉が渇かないので、ついつい水分補給を忘れがちですよね。でも水分が足りないと風邪を 

ひきやすくなります。その理由は？ 

鼻やのどの粘膜には「線毛」と呼ばれる小さな毛のようなものが生えています。 

鼻や口から入ったウイルスは粘膜でキャッチされ、「線毛」によって外へ運ばれ 

ていますが、粘膜が乾燥してくると「線毛」がうまく働かなくなり、風邪を 

ひきやすくなります。人間は１日に1.5ℓ程度の水分は必要とされているので 

なるべくこまめに水分をとるようにしましょう。 

   

カウンセラー来校 

1 月 17日（火） 1月 31 日(火） 

2 月  8日（水） 2 月 28日(火） 

 

 

 

 

 

 

 


